
観峰館所蔵品を鑑賞しよう(7)

翁同龢の楷書
観峰館オンライン講座 第２５回

令和4年2月24日(木)午前10:00～10:45

古橋慶三

おうどうわ





翁
同
龢

肖
像

１
，
翁
同
龢
の
人
物
に
つ
い
て



翁
同
龢

肖
像

せ
い
ほ

字
は
声
甫
。

し
ゅ
く
へ
い

い
ん
さ
い

し
ょ
う
ぜ
ん

叔

平
、
韻

斎
、
松

禅
、
晩
年
は

へ
い
ろ

へ
い
せ
い

瓶

蘆
、
瓶

生
な
ど
と
号
し
ま
し
た
。



翁
同
龢

肖
像

江
蘇

蘇
州
常
熟

１
８
３
０
年
（
道
光
十
年
）
生
～

１
９
０
４
年
（
光
緒
三
十
年
）
七
十
五
歳
没



翁
同
龢

肖
像

清
末
に
大
臣
を
歴
任
し
た
大
官
と
し
て
の
功

績
が
大
き
い
。
そ
の
書
は
顔
真
卿
を
基
礎
と
し

つ
つ
も
自
由
闊
達
で
、
伝
統
と
進
取
を
兼
ね
備

え
て
い
る
。



翁
同
龢

肖
像

銭
灃
を
介
し
て
顔
真
卿
を
学
び
、
晩
年
に
は

金
石
碑
版
も
兼
習
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
顔
真

卿
を
基
礎
と
す
る
何
紹
基
と
も
交
流
し
、
そ
の

影
響
を
受
け
た
と
い
う
。



※

銭
灃
は
、
乾
隆
時
代
の
高
官
。
書
家
。
剛

直
な
性
格
で
直
言
を
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
性
格
ゆ
え
か
、
剛
直
の
士
で
あ
っ
た
顔
真
卿

の
書
法
を
徹
底
的
に
な
ら
っ
た
。





２
，
翁
同
龢
の
楷
書
作
品



翁
同
龢
の
楷
書
作
品



君
子
楷
書
対
聯

制
作
年
不
詳
（
50

歳
代
頃
？

壮
年
期
）

１
６
２
．
５×

３
２
．
６
ｃ
ｍ



本
作
は
、
顔
法
の
結
体
・
筆
法
に
基
づ
い
て
、
剛
毅
か
つ

沈
着
に
揮
毫
さ
れ
た
壮
年
期
の
対
聯
作
品
。
吉
祥
図
案
が
施

さ
れ
た
華
麗
な
蠟
箋
も
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。



翁
同
龢
の
楷
書
作
品

顔
氏
家
廟
碑



君
子
は
人
を
愛
し

衆
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
齊
し
く
す
る
乎

志
士
は
業
を
脩
め

一
誠
を
所
恃
す

落
款
は
「
叔
平
」



尊
俎
楷
書
対
聯

制
作
年
不
詳
（
68

歳
以
降
？

晩
年
期
）

２
０
３
．
６×

４
０
．
６
ｃ
ｍ



尊
俎
千
峰
笙
簧
万
籟

（
蘇
東
坡
詩
集
巻
四
十
六

王
氏
生
日
致
語
口
號
）

漁
猟
三
史
紛
綸
六
経

（
北
斉
・
陳

徐
陵

文
）

号
は
「
瓶
生
」



制
作
年
不
詳

晩
年
作

濃
い
橙
色
の
染
め
紙
に
金
箔
を
散
ら
し
た
豪

華
な
紙
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一
文
字
の
大
き

さ
は
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
堂
々
と
し
た
六
朝
風

楷
書
で
す
。
顔
法
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
北
碑

や
古
典
を
融
合
し
た
書
法
で
す
。



こ
の
作
品
の
見
ど
こ
ろ
は
、
右
幅
の

「
竹
冠
」
と
左
幅
の
「
糸
偏
」
の
変
化
で
す
。

連
続
す
る
同
じ
部
首
の
形
に
変
化
を
つ
け
る
こ

と
で
、
流
れ
を
作
っ
て
い
ま
す
。



３
，
翁
同
龢

作
品

“楷
書
以
外
“





翁同龢

行書八言対聯
四字一句



翁同龢

行書八言対聯

一幅の寸法
１７１．５×４０．０ｃｍ





翁同龢

行書八言対聯

ろうせん

豪華な 蝋箋



翁
同
龢

何
紹
基



康
有
為



康
有
為

康
有
為(

１
８
５
８
～
１
９
２
７)

清
末
民
初
に
か
け
て
の
思
想

家
・
政
治
家
・
書
家
。
字
は
広
厦
、
号
は
長
素
。
出
身
地

は
広
東
で
あ
る
の
で
康
南
海
と
も
呼
ば
れ
る
。
光
緒
年
間

の
進
士
で
官
途
に
も
就
い
た
。
碑
学
の
重
要
性
を
強
く
主

張
し
た
。
政
治
的
に
は
、
西
洋
技
術
を
取
り
入
れ
る
変
法

を
主
張
し
、
光
緒
帝
や
翁
同
龢
と
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
た

が
露
見
し
、
日
本
に
亡
命
し
た
。







争
坐
位
帖

何
紹
基

顔
真
卿

争
坐
位
帖





楊
峴

臨
礼
器
碑
陰

楊
峴

臨
西
狭
頌
五
瑞
図
題
記



まとめ

翁同龢は、顔真卿書法を基調としながら、北

碑や古典ばかりでなく、同時代の優れた書家の

筆法を進取し、真摯に書に向き合った人である。


